
川崎市バイオテクノロジーの適正な利用に関する指針

第１ 目的

この指針は、バイオテクノロジーの適正な利用に関して必要な事項を定めることによ

り、環境の保全上の支障を未然に防止し、もって良好な環境の保全を図ることを目的と

する。

第２ 定義

１ この指針において「作成生物等」とは、遺伝子組換え生物等の使用等の規制による

生物の多様性の確保に関する法律（以下「法」という。）第２条第２項で定めるものを

いう。

２ この指針において「使用等」とは、法第２条第３項で定めるものをいう。

第３ 使用等の行為に関する事項

１ 作成生物等の使用等を行う者（以下「事業者」という。）は、作成生物等の使用等が

適正に行われるよう組織体制を整備するものとする。

２ 事業者は、作成生物等の使用等の目的、取組内容、管理方法等に係る情報を積極的

に開示することにより、バイオテクノロジーに関する市民の理解を深めるよう努める

ものとする。

３ 事業者は、作成生物等の使用等を行う建物、施設等において災害、事故等（以下「事

故等」という。）が発生したときは、直ちに、その事故等について応急の措置を執ると

ともに、速やかにその事故等の状況及び執った措置の概要を市長に報告するものとす

る。

第４ 使用等の手続に関する事項

１ 作成生物等の使用等を行う事業所を設置しようとする者は、あらかじめ、事業所ご

とに使用等開始計画書（様式第１）を作成し、市長に提出するものとする。

２ １の計画書を提出した者は、当該計画書に係る事業所に新設する建物又は既存の建

物（現に作成生物等の使用等が行われている建物を除く。）において新たに作成生物等

の使用等を行おうとするときは、あらかじめ、建物ごとに使用等変更計画書（様式第 2）

を作成し、市長に提出するものとする。

３ １又は２の計画書を提出した者は、当該計画書に係る作成生物等の使用等を廃止し

たときは、遅滞なく、使用等廃止届出書（様式第 3）を作成し、市長に提出するものと

する。 

第５ 調査、報告等

市長は、この指針に係る事項について、必要に応じて、事業者に対し調査、報告等の

協力を求めることができる。



第６ その他

１ この指針の施行に関し必要な事項は、環境局長が定める。

２ この指針は、平成 18年 10 月 16 日から施行する。 

３ 川崎市先端技術産業環境対策指針（以下「旧指針」という。）は、廃止する。

４ この指針の施行の際現に旧指針第６条の規定による書類を提出している事業者につ

いては、第４の１に定める使用等開始計画書を提出しているものとみなす。



使用等開始計画書

年 月 日

（あて先）川崎市長

 郵便番号 

               住  所 

               氏  名 

川崎市バイオテクノロジーの適正な利用に関する指針第４の１の規定に基づき、次のとおり

提出します。

事 業 所 の 名 称

事 業 所 の 所 在 地

１ 使用等を行う施設の概要

２ 使用等の名称、目的及び概要

３ 拡散防止措置等の内容

４ 使用等に係る安全管理体制

５ その他

別紙のとおり

様式第１（第４の１関係）

法人にあっては、名称及び代表者の氏名



１ 使用等を行う施設の概要 （別添１のとおり）

(1) 事業所の位置、建物の配置 

(2) 使用等を行う区域、使用等に係る主要設備の配置 

２ 使用等の名称、目的及び概要 （別添２のとおり）

(1) 使用等の目的及び概要を簡潔に表す名称 

(2) 目的 

(3) 概要 

３ 拡散防止措置等の内容 （別添３のとおり）

(1) 拡散防止措置の区分及びその選択理由 

(2) 設備等の概要 

(3) 不活性化の方法 

(4) 使用等を行う区域の給排気の方法 

(5) 廃液等の処理の方法 

(6) 廃棄物の処理の方法 

４ 使用等に係る安全管理体制 （別添４のとおり）

(1) 安全委員会等の設置状況並びに当該安全委員会等の名称及び人数 

(2) 安全委員会等の委員長の所属名、職名及び氏名 

(3) 安全主任者等の経験者の配置状況並びに当該経験者の所属名、職名及び氏名 

(4) 安全管理に関する内部規則等の制定状況並びに当該内部規則等の名称、制定

年月日及び最終改訂年月日 

５ その他

(1) 使用等に関する管理者の連絡先 

所 属  

氏 名  

電 話  FAX

(2) 事務担当者の連絡先 

所 属  

氏 名  

電 話  FAX

別紙



使用等変更計画書

年 月 日

（あて先）川崎市長

 郵便番号 

               住  所 

               氏  名 

川崎市バイオテクノロジーの適正な利用に関する指針第４の２の規定に基づき、次のとおり

提出します。

事 業 所 の 名 称

事 業 所 の 所 在 地

１ 使用等を行う施設の概要

２ 使用等の名称、目的及び概要

３ 拡散防止措置等の内容

４ 使用等に係る安全管理体制

５ その他

別紙のとおり

様式第 2（第４の２関係）

法人にあっては、名称及び代表者の氏名



１ 使用等を行う施設の概要 （別添１のとおり）

(1) 事業所の位置、建物の配置（変更箇所を明記する。） 

(2) 使用等を行う区域、使用等に係る主要設備の配置 

２ 使用等の名称、目的及び概要 （別添２のとおり）

(1) 使用等の目的及び概要を簡潔に表す名称 

(2) 目的 

(3) 概要 

３ 拡散防止措置等の内容 （別添３のとおり）

(1) 拡散防止措置の区分及びその選択理由 

(2) 設備等の概要 

(3) 不活性化の方法 

(4) 使用等を行う区域の給排気の方法 

(5) 廃液等の処理の方法 

(6) 廃棄物の処理の方法 

４ 使用等に係る安全管理体制 （別添４のとおり）

(1) 安全委員会等の設置状況並びに当該安全委員会等の名称及び人数 

(2) 安全委員会等の委員長の所属名、職名及び氏名 

(3) 安全主任者等の経験者の配置状況並びに当該経験者の所属名、職名及び氏名 

(4) 安全管理に関する内部規則等の制定状況並びに当該内部規則等の名称、制定

年月日及び最終改訂年月日 

５ その他

(1) 使用等に関する管理者の連絡先 

所 属  

氏 名  

電 話  FAX

(2) 事務担当者の連絡先 

所 属  

氏 名  

電 話  FAX

別紙



使用等廃止届出書

年 月 日

（あて先）川崎市長

 郵便番号 

               住  所 

               氏  名 

川崎市バイオテクノロジーの適正な利用に関する指針第４の３の規定に基づき、次のとおり

提出します。

事 業 所 の 名 称

事 業 所 の 所 在 地

１ 使用等を廃止した施設の概要

２ その他

様式第 3（第４の３関係）

別紙のとおり

法人にあっては、名称及び代表者の氏名



１ 使用等を廃止した施設の概要 （別添のとおり）

(1) 事業所の位置、建物の配置 

(2) 使用等を廃止した区域 

２ その他

(1) 使用等に関する管理者の連絡先 

所 属  

氏 名  

電 話  FAX

(2) 環境担当者の連絡先 

所 属  

氏 名  

電 話  FAX

別紙


